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昨年12月1日（土）の県外見学会に参加しました。今回
は、岡山県小田郡矢掛町の「街並み・旧矢掛本陣石井家」、
総社市の「岡山県立大学国際交流センター」、岡山市の
「吉備津神社」、「岡山大学Jテラス」、「岡山城」、「岡山大学
Jホール」を巡る盛り沢山な内容でした。
矢掛町は、江戸時代参勤交代の宿として栄え今もその
名残があり、街並みの中には岡山県内には比較的珍しい妻
入りの民家も散見されます。本陣であった旧石井家は酒造
業も営んでいた旧家で、江戸時代中期の建物で御成門をは
じめ国指定重要文化財であり見応えがありました。
その後、車窓より倉敷市真備町の復興状況を確認しました。
窓ガラスが無い家屋もまだかなり見受けられ、早期の復興
を願うものです。
岡山県立大学国際交流センターは、特殊な部材は使わ
ず地域に流通する製材と住宅用接合金物で構造フレーム
を組み、ねじれた筒状に仕立てたユニークな木造建築物
でした。
吉備津神社の現存する本殿は、足利義満が約25年の歳
月をかけて造営した精密な建物で、独特の屋根形式は比翼
入母屋造という入母屋の屋根が2つ並び間に棟を挟んで融

合した美しい格好をしていました。
岡山大学Jテラスと岡山大学Jホールは、妹島和世さん
と西沢立衛さんによる世界的な建築家ユニット「SANAA
（サナア）」の設計です。Jテラスは、市民開放型のカフェテ
ラスで雲のような柔らかい曲線の特徴的な屋根の下、外壁
は開放的なガラス張り、不規則に配された無数の柱は、周
辺の広場と一体となり木立の間を散策しているかの様な
空間で、海外からも多くの見学者が来ていました。Jホー
ルは、小さな空間が集まってつくられた、ただの長方形で
ない集合的な平面とする事で建物と外部が混ざり合い中
と外が段階的につながっていくような連続感と外壁には
ガラスを使用する事で、中で行われている活動がキャン
パスを歩いている人や、近くの建物の中からでもうかが
う事が出来ることにより周辺環境との調和を生み出して
いました。
岡山城天守閣の外壁の下見板には黒漆が塗られていた
ので、太陽光に照らされるとあたかもからす（烏）の濡れ
羽色によく似ていた為「烏城（うじょう）」の別名がありま
す。晴天に漆黒の外観に金の鯱が映えていました。

県外見学会「矢掛の街並みと岡山城」に参加して
 広島支部　見学委員会　伊東　卓哉

地域だより
広  島

公益社団法人

広島県建築士会

建築士

20193

140No.

/

MONTHLY IROSHIMA



2 3

表紙写真について
大上の家

傾斜地に沿って不規則に民家が建ち並ぶ集落に建つ住宅で
ある。
この集落の、地形と一体となった家並みと、その隙間から見
え隠れする魅力的な山の稜線や空という、周辺環境との繋がり
を主題とした。
敷地は約130坪と一般的な宅地よりも広く、不整形で高低
差があり、生活道や様々なレベルにある民家に取り囲まれて
いる。
要求された規模から導かれた総2階の建物だとまわりから
孤立しているようで落ち着かない。一方で平屋では周囲の住宅
スケールと馴染まない。
そこで大小ふたつの平屋と2階建ての3つのボリュームに
分け、約1.2m下がった敷地部分に2層のボリュームを配置す
ることで平屋とのギャップを緩和し、分節しながらも連続感を
もたせた。また、ぐるりと囲む家々との距離感や窓の位置を読
み解き、ずらしながら配置することでいびつな土地に調和さ
せている。
外形は分節したボリュームに切妻屋根を懸け、高さを変えな
がら連続させることで、起伏に富んだ土地のありさまや家並み、
遠方に広がる山の稜線といった風景との結びつきを表現してい
る。この特徴的な屋根により連なる軒は垂木をスチールで補強
し薄く深くすることで抽象化し、よりそうした関係性を強める
と同時にプライバシーや日射をコントロールしている。
開口部を挟んで軒と連続する天井は外部と同様にズレのあ
る構成を引き継ぎ、内部空間においても敷地のコンテクストを
体現している。
また、その窓は南北に長いこの住宅に効果的に光をもたらし、
西日で赤く染まる山々やたなびく雲など、その時々によって絶
えず変化していく自然を感じ取ることもできる。
周辺環境から導かれた地形的な天井面と敷地の個性である
高低差を活かした床面を噛み合わせることにより、単純な平面
でありながらも立体的な解放感に満ちた場を目指した。
 （花本大作）

●設計監理／花本大作建築設計事務所
●構造設計／平田登記測量・設計事務所
●施　　 工／株式会社三四五屋
●所 在 地／呉市
●用　　 途／一戸建ての住宅
●設計期間／2015年3月～2016年5月
●工事期間／2016年6月～2017年2月
●構造規模／木造2階建て
●敷地面積／426.13㎡
●建築面積／114.57㎡
●延床面積／126.14㎡
●撮　　影 ／益永研司
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CPD認定プログラム（3～4月の広島県内実施分） 2019年2月12日現在

日  時 プログラム名 単  位 主　催 連絡先

3／14 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082－244－6830

3／15 タイムマネジメントと心理有効活用　建設現場の業務効率化（後編） 6 インターウェーブ 099－812－0677

3／25 一級／二級／木造建築士定期講習（6D-07） 6 広島県建築士会 082－244－6830

3／27 三原市庁舎完成見学会 2 広島県建築士会三原支部 0848－62－6006

3／28 A-午前コース　3ユニット　コミュニケーション力の高め方　生産性向上セミナー 3 建設情報化協議会 03－6869－0586

3／28 建設業スキルアップセミナー【C-終日コース　6ユニット　コミュニケーション力の高め方・調達力向上・技術提案書作成セミナー】 6 建設情報化協議会 03－6869－0586

3／28 B-午後コース　3ユニット　調達力（購買力）の強化方法　技術提案書作成のポイントセミナー 3 建設情報化協議会 03－6869－0586

4／10 徹底解説！最新事例からみる評価点アップのポイント 6 インターウェーブ 099－812－0677

指定確認検査機関（中国地方整備局長指定第1号）登録住宅性能評価機関（中国地方整備局長登録第5号）登録省エネ判定機関（中国地方整備局長登録第3号）
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ハウスプラス中国は

安全、安心をサポートします。
迅速、的確な審査で、皆様の建物の
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安全で安心な住まいづくりをサポートします。
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建築確認・検査
住宅性能評価
フラット35適合証明
長期優良住宅技術審査
低炭素建築物技術審査

◆
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住宅かし担保責任保険
省エネ関連業務
すまい給付金サポート
リフォーム評価ナビ
地域型住宅グリーン化事業申請窓口
ベターリビングリフォーム審査業務

指定確認検査機関・登録住宅性能評価機関

URL:http://www.hkjc.co.jp
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